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平成２５年度 天王寺区区政会議 

（天王寺区区政有識者会議、天王寺区区政戦略会議 合同会議） 

 

                  日 時：平成２５年７月３０日（木） 

                      午後７時～午後９時 

                  場 所：天王寺区役所 ３階 講堂 

出席者 

（区政会議委員） 

生駒委員・出水委員・岡田委員・河村委員・神崎委員・栗谷（信之）委員 

栗谷（良子）委員・越村委員・小西委員・小林委員・酒井委員・渋谷委員 

 田中（創三郎）委員・田中（英俊）委員・田渕委員・出村委員・中野委員 

西本委員・野口委員・原田（久仁彦）委員・原田（恵子）委員 

飛田委員・三浦委員・南委員  出席２４名／定数３５名 

（市会議員） 

足髙議員・福島議員 

（天王寺区役所） 

 水谷区長・朝川副区長・池田企画総務課長・櫻井事業戦略担当課長 

樋上ＰＤＣＡ担当課長・小川市民協働課長・和田危機管理課長 

 河野未来人材育成担当課長・寺井保健福祉課長・長谷保健･生活支援担当課長 

粂川区民の声集約担当課長代理・森シティ･プロモーション担当課長代理 

田中福祉担当課長代理・市原子育て支援担当課長代理 

 

議題 

 （１）議長・副議長の選任について 

（２）平成24年度天王寺区運営方針の実績･評価について 
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（３）区政戦略会議からの報告について 

 

会議次第 

１ 開会 

 ２ 区長あいさつ 

 ３ 委員紹介 

 

 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 皆さん、こんばんは。それでは定刻の時刻がまいりましたので、ただいまより平成

２５年度第１回天王寺区区制会議を開催させていただきます。 

 私は、天王寺区役所ＰＤＣＡ担当課長の樋上でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。座って進行させていただきます。失礼します。 

 初めに、本日の配付資料について、ご確認をお願いいたします。ちょっと資料が多

くて申しわけないんですけれども、５種類のホッチキスどめをした資料がございます。

まず一つ目が、平成２５年度第１回天王寺区区政会議次第と書いたこの資料、次第で

す。もう一つが、色上質で「あなたの家の家具は固定されていますか」という資料、

これが二つ目。あと、Ａ３とかが入った分ですけれども、参考資料として、参考資料

１と書いてある分、これは区政会議の条例とか書いた資料です。それと、参考資料２

というもので、ちょっと長くてＡ３とかが入って申しわけないんですけれども、天王

寺区運営方針自己評価シートと書いている分。それであと、参考資料３、天王寺区の

将来ビジョンと書いてある分です。この資料があろうかと思います。それと、あと本

日の配席図、Ａ４、１枚もので配席図。あと、ピンクの天王寺区長区政報告会を開催

しますというこの資料があろうかと思います。ちょっといっぱいあって申しわけない

んですけれども、本日は一番初めに紹介しました、この次第の資料と、あと「あなた
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の家の家具は固定されていますか」というこのチラシ（が表紙の資料）、この二つが

メインということで、ご確認いただけたら、この二つに基づいて進めさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 資料漏れとかございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、先ほど言いました次第に沿って、進めさせていただきます。 

 次第の２番目、区長挨拶ということで、水谷区長よりご挨拶申し上げます。よろし

くお願いします。 

○水谷区長 

 天王寺区長の水谷でございます。今日も皆さん、遅い時間にこれだけ多数お集まり

いただきまして、まことにありがとうございます。それから、ご出席いただきました

足髙先生には、何かとお忙しいにもかかわりもせず、ご出席いただきましてまことに

ありがとうございます。 

 今年度第１回目のこの区政会議合同会議、有識者会議の方々も、戦略会議の方々も

ここに一堂に会して、初めて行われる会議ということで、皆さん本当にご協力いただ

きまして、いつもありがとうございます。 

 今年度、私も区長就任１周年ということもございまして、この８月１日で１周年と

いうことになるんですけれども、この１年間を振り返りましたら、本当に今日集まっ

ておられる委員の方々を初め、また先生も初め、本当に多くの方々にご指導ご鞭撻を

賜って、それで何とかやってこられた１年だったなというふうに思います。改めて、

この場をおかりしまして、御礼申し上げたいと思います。本当にありがとうございま

す。 

 この１年に私が強く重要性を認識させられたことは、やはりこの区政運営をするに

当たっては民主主義と、この民主主義、言い古された言葉に響くかもしれませんけれ

ども、この４文字をやはり念頭に置いて、物事を進めなくてはならないということで

ございます。今日、またこの２４年度から私が就任しまして実施した、施策・事業に



- 4 - 

ついてもご説明させていただきますけれども、本当に区民の方々からさまざまなご意

見をいただく中で、それぞれの施策が形づくられていったものというふうに思ってお

ります。 

 例えば去年は、天王寺区のほうで防災計画のほうもつくらせていただきました。本

当に区役所にとってもこれは、今までに例のない本当に初めての事業でしたので、い

ろいろ大変なこともありましたけれども、本当に町会の方ですとか社会福祉協議会と

か、さまざまな団体の方からいろいろ、こういうふうにしたらより地域のニーズに即

した防災計画になるよというご意見をいただきました。それも反映して、防災計画を

編むことができたことを御礼申し上げたいと思います。 

 それから、今日のこの資料のほうにもまとめさせていただいておりますけれども、

「あなたの声をつなげ隊」という取組を去年の８月からスタートさせていただいてお

ります。これはどういうものかと申しますと、職員２０人ほどのチームで、天王寺区

内におられるさまざまな方にアプローチしていって、一対一でお話をして、その中で

区政に対するご意見・感想をいただいていくという取組です。具体的には、例えば保

育所の送り迎えに来られた親御さんとお話させていただいたりとか、天王寺区の公園

に赤ちゃんを公園デビューさせられたお母さんからご意見をいただいたり、あるいは

区民センターのところにあります老人福祉センターのところに来られた、囲碁や将棋

といったレクリエーションを楽しまれるご高齢の方からご意見をいただいたりと、本

当に幅広い方々からご意見をいただきました。そのいただいたご意見については、今

日お配りしております資料のほうにも列記しておりまして、それぞれについて今年度

予算に反映したものということを示させていただいております。例えば一例を挙げま

すと、やはり治安を懸念される方が非常に、お話させていただく中で多かったです。

それを受けまして、防犯カメラを増設しようということで、今までは地域への補助と

いう形でカメラの設置をやっていたところを、設置も含めて１００％の費用負担を区

役所がやることで、増設をより加速していこうという事業を今年度始めさせていただ
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いております。 

 本当にこの１年振り返りますと、さまざまなご意見を皆様からいただいて、それを

もとに区政運営をさせていただくこの１年だったなというふうに思います。その細か

な内容については、このあと職員のほうから説明がございますので、また皆さんにい

ろいろ見ていただいて、厳しい観点でチェックいただけたらなというふうに思ってお

ります。 

 それから、今日は後半のセクションで、区政戦略会議のほうからの提案ということ

で報告事項もございます。区政戦略会議は、公募によって委員さんが選ばれたという

こともあって、月１回のペースでどうしても会議をしたいんだということで、本当に

全体がまとまりましたので、会議をこれまで開いてきました。その中で教育とか、例

えば観光といった分野で、本当に委員さんご自身でいろいろ政策を考えて、その内容

をさらに詰めて詰めて、我々のほうに提案してくださいました。 

 ちょっと、この戦略会議と有識者会議の説明方につきましては、今年度議会のほう

でこの区政会議の位置づけが条例化されたということも受けまして、もう一回ちょっ

と改めて考え直そうというふうに私どもも思いを持っております。有識者会議の方々

ともいろいろと意見交換をさせていただいたんですけれども、やはり戦略会議はもう

全員の方がこの月１回で会議をやりたいということで会議が進んできましたけれども、

有識者会議の方にもぜひこの戦略会議は日ごろ、どういう議論をしているかというこ

とをご説明するのと、また有識者会議の方々からもこの合同会議以外の機会に意見を

伺う機会を設けたいという思いから、ちょっと任意参加による懇話会みたいなものを

今後は設けていきたいと思います。例えばですけれども、月１回ちょっと区長応接室

なり会議室なりに集まっていただいて、これは仕事とか家庭の事情に応じてご参加を

判断していただけたらと思うんですけれども、区役所のほうにお越しいただいて、私

のほうから戦略会議ではこういう議論がなされていますということをご説明します。

それについてまたコメントをいただいて、それプラス、また自由に区の防災とか防犯
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とか、思うところについてざっくばらんにご意見を伺えたらなと思っておりますので、

これもちょっと中野委員にもお話させていただきましたけれども、ほかの委員にもぜ

ひ、ご関心があればぜひ参加いただけたらなというふうに思っております。 

 長々となりましたけれども、本日も９時まで会議が続きます。長丁場ですけれども、

私も一生懸命、皆さんとお話させていただきたいと思いますので、どうぞ最後までよ

ろしくお願いいたします。 

 どうもありがとうございます。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 それでは次に、次第の３番目、委員紹介に移りますが、本日は議題で多くの時間を

とりたいと、質疑応答でいろいろと時間をとりたいと思いますので、個々のご紹介は

割愛させていただきたいと考えております。まことに恐縮ですけれども、次第を１枚

めくっていただきまして、ちょうど資料１ということで、委員名簿で委員の方のご確

認をお願いいたします。それと、本日の委員の方の出席につきましては、別に配付し

ております配席図のとおりとなっております。まだちょっと来られていない方がおら

れますけれども、あとご欠席の方については、残念ながら所用により欠席という旨の

ご連絡を受けております。 

 また、本日はお忙しいにもかかりませず、足髙議員にはご出席いただいております。

ありがとうございます。議題の最後にまた、ご助言・ご意見をいただきますよう、お

願い申し上げます。 

 また区役所からは、今日私の後方になりますけれども、課長級、課長代理級の職員

が出席させていただいております。区役所からの説明とか、また委員の皆様方からの

ご意見の内容によりましては、ご発言させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 あと、机に小さなマイクがございます。これは集音用のマイクでございまして、ご

発言用のマイクではございません。ご発言いただく場合には、挙手をいただきまして、
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担当者がマイクをお持ちいたしますので、それまでお待ちいただけますよう、よろし

くお願いします。なお、傍聴の方もおられますので、ご発言の際はマイクが通るよう

にお願いを申し上げます。 

 それでは、ここから次第のほうの４番目の議題のほうに移らせていただきます。ま

ず（１）議長・副議長の選任でございます。本年６月１日施行の条例第７条では「区

政会議の委員はその互選により議長及び副議長を選任するものとする。」と記載され

ております。そこで、条例施行後の初めての区政会議となりますので、改めて議長・

副議長を選任する必要がございますので、本日の議題とさせていただいております。

なお、議長・副議長の選任でございますが、事務局のほうで事前に人選について少し

お聞きもしておりましたところ、区政有識者会議より中野明男様、区政戦略会議より

田中英俊様、お二人を議長にという声をいただいております。また副議長につきまし

ては、有識者会議より小西丕様、川上亀雄様、戦略会議より出水季治様と栗谷信之様

とのお声をいただいておりますが、それでご異議ございませんでしょうか。よろしい

でしょうか。 

（拍手） 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 ありがとうございます。それでは中野様、田中様、議長席のほうへお移りいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ここからの議事の進行を、議長にお願いいたします。よろしくお願いい

たします。 

○中野議長 

 皆さん、こんばんは。ただいまご紹介にあずかりました、地域振興会の中野でござ

います。座らせていただきます。 

 ただいま、区政会議の議長に選任いただきました中野でございます。この会議が、

天王寺区のまちを、ますますいいまちにしていただくために有意義なものになります
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よう、皆様より多くのご意見をいただきたいと思っています。どうぞよろしくお願い

を申し上げます。 

○田中議長 

 田中でございます。有意義な会議になりますよう、皆様方のご協力をお願いいたし

ます。活発なご発言、お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○中野議長 

 それでは、議題（２）の平成２４年度天王寺区運営方針の実績・評価につきまして、

区役所から説明をお願いいたします。どうぞよろしくお願いします。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 それでは引き続きまして、天王寺区役所の樋上でございます。 

 それでは資料２の、先ほどの名簿の横になるんですけれども、資料２についてごら

んいただきますよう、よろしくお願いします。この資料２ですけれども、この資料は

参考資料としてお渡ししております２の、天王寺区の２４年度の運営方針自己評価シ

ートの中の、様式５というかなり細かいですけれども、その部分を簡潔にまとめさせ

ていただいた資料でございます。また、参考資料の２の一番初めの様式１というのは、

全体の２４年度の評価ということで、ごらんいただけたらと思います。本日は、先ほ

ど申しましたように、この資料の２に基づいて説明をしていきたいなと思っておりま

す。資料２につきましては、２ページから１０ページにかけまして、２４年度の天王

寺区の運営方針であります、経営課題１の「災害に強く犯罪の少ない安全安心なまち

づくり」から、経営課題５の「区民の声集約プロセスの強化」まで、平成２４年度の

天王寺区役所の主な取組内容の実績とか評価をお示ししています。私からはこの資料

の見方というか、説明させていただいて、その中でも２５年度に向けて取組を強化し

ている、運営方針や予算に反映しているものにつきましては、後ろにいます担当課長

もしくは課長代理のほうからご説明をさせていただきますので、よろしくお願いしま

す。 
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 区役所のほうからは本当にポイントといいますか、この資料の見方を説明させてい

ただいて、あとは先ほど「あなたの家の家具は固定されていますか」という（表紙の

資料）、こちらのほうでまた説明をさせていただきます。 

 それでは、資料２についてご説明をいたします。先ほど言いましたように、私から

はこの資料を、ちょっとこれも文字がいっぱいあってわかりにくいと思うんですけれ

ども、どういうふうに見ていったらいいかということで説明をさせていただきます。

資料２、Ｐ２なんですけれども、見てください。まず、経営課題１「災害に強く犯罪

の少ない安全安心なまちづくり」と書いております。昨年度、１のその中の各項目の

今後の方向性とありますように、１の１から１の７まで、７つの項目について区とし

ては大きく取り組んでまいりました。最終的に区役所としては、１の５につきまして

は、今後も継続して推進、それ以外については具体的に取組を見直して、また引き続

き強化をしながらというか、取り組んでおります。そういうまず大きな方向性を書か

せていただいて、その次に具体的に、その次の１の１から順番にそれぞれ、細かく１

の１、１の２がどうだったかというのを書かせていただいたのが次の資料、次の段に

なります。まず、めざす成果の達成状況とか具体的取組の実施状況と書いていますけ

れども、この１の１のみ少し説明させていただいて、１の２以降につきましては省略

をさせていただきますけれども、１の１について説明をいたします。 

 まず、すみませんが１の１、二つ目の囲み、ごらんいただけますでしょうか。「具

体的取組の実施状況（主なもの）」と書いてあります。これですけれども、どういう

ふうに見るかといいますと、具体的取組の実施状況ということで、主なもの、もちろ

んこれだけじゃないんですけれども、区役所としましては区防災計画の策定、収容避

難所の新規指定、収容避難所への備蓄物資の配置と、こういう取組をしてきました。

それで区防災計画の策定では、この括弧にありますように、策定というのを目標にし

ておりまして、実際実施はどうだったかといいますと、策定をしたということで策定

ということで書かせていただいています。収容避難所の新規指定につきましても、目
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標としていましたのは２カ所以上を新規に指定しようと考えておりましたけれども、

おかげさまで４カ所を指定することができたというふうに、こういうふうに見てくだ

さい。備蓄物資の配置につきましても、６カ所を目標としておりましたけれども、こ

れも実施状況は６カ所というふうに、そういうふうになっております。こういうふう

に見ていただけたらと思っています。 

 その一つ上に戻って、めざす成果の達成状況ということで、今申し上げました取組

を通してめざす成果の一つとしましては、区役所で防災計画が策定されていることを

知っている区民の割合、これをふやしていくということをめざす成果としております。

目標としましては、まだ先ですけれども、２６年度までに８０％の人が知っていると

いうようなことの割合をめざすということでなっておるんですけれども、２４年度の

段階では３８．９％であったというふうに、こういうふうに見てください。次にもう

一つのチョボですけれども、収容避難所の場所を知っている区民の割合、これも平成

２８年度までに７０％を目標にしておるというところですけれども、これにつきまし

ては２４年度の段階で７７．９％の方が知っているというふうに回答をいただいてい

ます。こういうふうに資料というのは、順番に１の１からずっと、ほかもそうですけ

れども、こういうふうにつくっております。 

 そして、今申し上げました、めざす成果の達成状況、具体的取組の実施状況を踏ま

え、今後の方向性の概要をその下の矢印、ちょっと長くなっていますけれども、長い

矢印のほうに記載をしております。これが今度の方向性として、区役所としてはこう

いう評価ということで、一つ読ませていただきますと「策定した区防災計画の概要版

を作成し広く区民に周知するなど、区民一人一人の災害対策リテラシーの向上を支援

し、区民の自助力の強化を図っていきます」と。もう一つの方向性としまして「収容

避難所の新規指定により収容人数人員の不足が解消され、量的な充足を一定達成した

ことから、女性のための避難スペースの確保、福祉避難所の拡大、備蓄物資の充実と

いった、質的充実に向けた取組を推進します」と、こういうふうにしております。こ
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のように、今、１の１について説明いたしましたけれども、１の２以降は省略させて

いただきますが、このようにずっと順番に１０ページまでごらんいただけたらと思っ

ております。 

 次に１の２、これは災害時における自助共助の取組の促進ですけれども、これにつ

いては今、言ったような見方で見ていただきたいんですけれども、矢印の下のほうに

あります、今年度につきましては家具固定ワークショップというのを見直して、今年

度、もうご存じの方もおられるかわかりませんけれども、家具転倒防止器具取付事業

というものを、昨年の取組を見直して今年の取組として実施しております。ここでこ

の事業につきましては、危機管理課の和田課長よりご説明をお願いいたします。 

 なお、別添のもう一つの先ほどのチラシ、黄色のチラシのほうをご参照いただけた

らと思いますので、よろしくお願いします。それでは和田課長、よろしくお願いいた

します。 

○和田危機管理課長 

 危機管理課長の和田と申します。座らせていただきます。 

 今、説明がありましたように、お手元の黄色の別添の用紙になっているんですけれ

ども、平成２５年度天王寺区家具転倒防止器具取付事業ということで、今年の６月か

ら事業を行っています。これにつきまして先ほど説明がありましたように、平成２０

年度から家具固定のワークショップを５年間で延べ６７０人の方に受けてもらいまし

た。その中でご意見がありましたのが高齢の世帯で、高いところの家具が固定できな

いとか、自分自身で固定できない方がかなりおられましたので、２５年度の予算で家

具を固定するという事業を今年度から行っています。裏側を見ていただいたら、事業

内容ということで、住居の中の家具や冷蔵庫が地震で倒れないように転倒防止器具、

一番下に写真があるんですけれども、Ｌ字金具、ボール式、チェーン式、ベルト式と

いった器具をとりつけるという作業を行います。対象世帯につきましては、６５歳以

上のひとり暮らしの方か、もしくは６５歳以上の方のみの高齢者の世帯か、もしくは
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身体障害者手帳を持っている世帯、約４００世帯に対して家具取りつけの工事を行い

ます。取りつけの際の工費については、費用は全額公費負担、大阪市が負担しますけ

れども、取りつけ器具につきましては、非課税の世帯以外は有料ということになって

おります。今現在、４００世帯募集しているんですけれども、６月から募集を開始し

て、４０数件の申し込みになっていますので、７月以降、町会の案内板等でも周知を

お願いしています。これにつきましては、もっと今からどんどんふえていくとは思う

んですけれども、委員の皆様もこれを契機に該当する方がいましたら、口頭で宣伝の

ほうをよろしくお願いします。 

 家具固定につきましては、以上でございます。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 そうしましたら続けさせていただきます。 

 次のページ、３ページですけれども、ここでは１の３では防犯対策の推進、１の４

では放置自転車対策などを書かせていただいています。１の５につきましては、都市

基盤整備施設の維持管理、次のページですけれども１の６では、子育て支援活動の促

進、１の７で高齢者の引きこもりや虐待の防止、見守り体制の構築ということで書か

せていただいています。この項目にかかわって、今年度、独居高齢者見守りサポータ

ー事業という事業に取り組んでおります。この事業につきまして、次に保健福祉課の

寺井課長よりご説明をお願いいたします。チラシの２枚目のグリーンのチラシをごら

んください。よろしくお願いします。 

○寺井保健福祉課長 

 保健福祉課長の寺井と申します。よろしくお願いいたします。座らせていただきま

す。 

 天王寺区では、６５歳以上の高齢者の約４割がひとり暮らしという状況にございま

す。また近年、高層マンションの建設が相次ぐとともに、天王寺区内には医療設備も

整っているということで、天王寺区内のほうに転入される高齢者の方もふえておりま
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す。そのような方は地域とのつながりも薄くなりがちで、地域のほうで取り組んでい

ただいております食事サービスや、ふれあい喫茶といった行事にも参加率が低いとい

う中で、一方、各種の福祉介護サービスも利用されておられない、あるいは利用方法

がよくわからないのでサービスを受けないでいるといったような孤立した高齢者がふ

えているというような状況があります。そこで、今年度から独居高齢者見守りサポー

ター事業を開始いたします。この事業の内容については、そこの資料にあります、黄

緑の紙のほうに書いておりますけれども、介護保険のサービスを受けておられるとか、

あるいは施設等に入所されているなど、外部の目が届いている方を除いた、区内にお

住まいの７５歳以上のひとり暮らしの方、７５歳以上の高齢者だけでお住まいの世帯

を対象に、ボランティアが定期的にご自宅を訪問しまして、お変わりなく暮らされて

いるかどうかを確認するとともに、何かお困りごとがあれば、基本、訪問したボラン

ティアさんから地域ごとに置かれますボランティアリーダーさんを通じまして区役所

に伝えていただいて、それに基づいて早期に適切に対応して、高齢者の皆さんが少し

でも長く住みなれた地域で、安心して生活を送れるよう支援していこうという事業で

す。現在の取組状況ですけれども、実際に訪問していただくボランティアさんを募集

しましたところ、現在のところ、区社協のボランティアビューローのほうに６０名程

度の登録がございます。今月７月に、登録者を対象に２回に分けて、高齢者の地域見

守りの必要性と意義について研修を行いましたところ、４８名の方に受講していただ

きまして、また来月の上旬には高齢者との接し方、話し方などより実践的な研修を予

定しておりますけれども、３２名の方に受講を申し込んでいただいております。一方、

事業実施に向けまして、今月、大江地域を職員が二人一組で対象世帯を訪問し、この

事業にご協力いただけるか確認に伺っております。引き続いて８月の前半には五条地

域、それから８月の後半には聖和地域の対象世帯を同じく職員が二人一組で訪問し、

事業に協力いただけるかどうか確認に回らせていただくことになっております。協力

いただける世帯には、今後職員がそれぞれの地域の地域活動協議会から、ご推薦いた
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だいた地域ボランティアリーダーさんをご紹介させていただいたり、あるいは地域ボ

ランティアリーダーさんが実際に訪問に行っていただく一般ボランティアさんを紹介

させていただくということにしております。地域によりましては、高齢者の見守りを

一般のボランティアではなくて、町会で行いたい、あるいは民生委員で行いたいとい

うところもございますので、そういう地域の意向を踏まえまして、地域ボランティア

リーダーさんや各地域と十分に調整して、この事業を進めていきたいというふうに考

えています。そして、他の地域についても秋以降、順次取り組んでいくことにしてお

ります。 

 以上です。 

○南委員 

 すみません、さっきから聞いておったら、２５年度の話ばっかりで、２４年度のこ

れ今、実績・評価についての話と違うんですか。２５年度の話なんですか。  

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 今、言われたように２４年度の評価をするんですけれども。 

○南委員 

 そうでしょう。今、聞いておったら２５年度の話ばかり。２４年度はこういうこと

があって、こういうことをやりましたという話を今するんではないですか 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 ２４年度につきましては今、書いていますように、ちょっとまず参考に見ていただ

いて、２４年度を踏まえて今、２５年度の取組をしていますので。 

○南委員 

 そういう話だったら、そういうふうに書いてないといけない。今、これだったら実

績評価についてって書いてあるだけ。それから２５年度、これからこういうふうにし

ますよということを書いておけば、僕もああそうですかってなるけれども、実績評価

についてこうやりました、で２４年度は終わり。それで２５年度に関してはまた別ペ
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ージ開けて、２５年度はこういうことに関して話し合いしましょうという話ではない

んですか。 

○水谷区長 

 ちょっとそこを配慮して、これから説明しましょう。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 ちょっと資料のつくり方がすみません、申しわけないですけれども、２４年度はこ

ういう実績評価ということで書かせていただいているんですけれども、これを踏まえ

て２５年度ということで、ちょっとチラシのほうを見ていただきながらと思っていま

すので、よろしくお願いします。 

 それでは５ページになるんですけれども、ここは２の１では保育所の待機児童解消

ということで、昨年の人数とか成果とかを書かせていただいています。それで２の１

から２の５までが「快適でいきいきと暮らせるまちづくり」という大きな項目になっ

ております。その中でも２の１につきまして、今年度、昨年では地域の未来を担う人

材ということで取り組んでいろいろと検討もしてきまして、これについて今年度取り

組んでいくことにつきまして、先ほどのちょっとチラシのほうですけれども、インタ

ーシップ生の募集ということになりますので、そこのところを担当の河野課長よりよ

ろしくお願いいたします。 

○河野未来人材育成担当課長 

 皆さん、こんばんは。未来人材育成担当課長の河野でございます。失礼しまして座

って説明させていただきます。 

 先ほどの資料の３枚目、色刷りのチラシの分でございますが、インターンシップ生

募集ということでございまして、これはこの７月から８月にかけまして、天王寺区中

高生向けインターンシップ事業、そういうものを実施しております。通常、インター

ンシップと申しますと、大学生などがみずから将来のキャリアプランに関連して、在

学中に一定期間、企業のもとで就業体験を積むための実習制度をするということを指
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すんですけれども、この事業の対象は、そのチラシの下にございますように、天王寺

区にお住まいの中学生、高校生を募集してございます。人員につきましては、真ん中

にございますように１２名の方で実施しております。この事業につきましては、そう

いったインターシップでは大学生が通常なんですけれども、さらに中学生、高校生と

いう早い時期から社会人として働くのに必要な能力や、社会人としてのマナーを学ぶ、

そして将来どんな仕事がしたいか、将来自分が何に向いているか、ということを考え

るきっかけづくりとなるような事業ということで見込んで実施しております。事業で

は、市内、あるいは周辺の企業、事業所におきまして、学校では学べない実践的な職

業体験、そういったものを積むことで、社会で生きていく力を養う機会となるように

考えております。具体的には、その真ん中の下に第１期、第２期と書いてございます

が、この月曜日７月２９日から５日間、それから、お盆明けの８月１９日から５日間

というふうに２期に分けて実施する予定でございます。具体的な企業ですけれども、

裏面をごらんいただきたいと思います。募集の段階では、１番から１０番まで、１０

の企業を挙げておりましたんですが、実際には２番、３番、４番、それから１０番、

その企業でございます。ミキハウス、これは子ども服や子ども関連商品の企画製造販

売をしておられます。それから、宇宙航空研究開発機構、これはＪＡＸＡというとこ

ろです。宇宙ロケットの打ち上げなどを実施しているところでございます。それから

４番につきましては、東大阪のほうで技術の継承、技術者の育成というものに取り組

んでおられるという企業でございます。それから１０番のヤフーでございますが、こ

れはインターネットの検索を主に手がけておられるところでございます。そういった

ところで、ミキハウスについては２名、それからＪＡＸＡについては７名、それから

地域基盤技術継承プラザでは１名、そしてヤフーでは２名の方を受け入れていただい

ております。例えばミキハウスではそこに書いておりますように、海外のバイヤーさ

んに向けた展示会や商談のアシスタントを努めていただくということをやってござい

ます。そうしたことで今年度初めての取組ということで、取り組んでおることでござ
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います。 

 インターシップ事業につきまして説明は以上でございます。ありがとうございまし

た。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 次に７ページですけれども、ここは経営課題の３「歴史や文化を活かしたにぎわい

と活力のあるまちづくり」ということで、３の１では天王寺区の魅力の情報発信と、

集客イベントの促進と、３の２では商店街の活性化ということで書かせていただいて

おります。それぞれ取組状況とか、またごらんください。それで今年度、昨年度から

取り組んで、今、戦国博ということで取組を継続して進めさせていただいています。

このことについて、森代理のほうから、説明をよろしくお願いいたします。  

○森シティ・プロモーション担当課長代理 

 天王寺区役所市民協働課、シティ・プロモーション担当課長代理の森と申します。

よろしくお願いいたします。座って説明させていただきます。 

 ２４年度の天王寺区の魅力の情報発信と集客イベントの促進の実績と評価をいただ

きまして、大坂の陣４００年を迎える平成２６年度、２７年度に向けて、戦略的・継

続的な展開が必要な事項であることから、今後も継続して取り組みます、ということ

で、２５年度の戦国博の計画を立てていこうというところでございます。戦国博とい

う、仮称ではございますけれども、天王寺区内で区民の皆様がお住まいの町に誇りを

もっていただき、また区外の皆様もたくさん天王寺区に訪れていただいて、天王寺区

の良いところ、魅力に出会っていただけるよう、天王寺区イコール歴史の町というブ

ランニングを強化していくために、大坂の陣から４００年のシンボルイヤーに当たり

ます、冬の陣からの４００年目の２０１４年、１６１５年の夏の陣から４００年目の

２０１５年に、戦国史などを気軽に楽しんでいただけるイベント、中身はまだ決まっ

ておりませんので、仮称戦国博としておりますけれども、その計画を今年度１年かけ

てつくっていく予定でございます。そのチラシの４枚目のところに赤いチラシを入れ
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させていただいていますけれども、ふるさと寄附金対象六文銭ファンドというところ

で、戦国博の開催に当たりまして、市民の皆さんからの寄附金を募集しているところ

でございます。戦国博の内容につきましては、今後、２番目の六文銭ファンド（寄附

金）の使い方というところに若干、開催イベント例として書かせていただいています。

激闘！大坂の陣、大阪市内まち歩き・マラソン型イベント、真田幸村コンテスト等ま

だ中身を具体的に検討しているわけではございませんが、あくまでも案の事例という

ことで書かせていただいていますが、というところを１１月の冬の陣とか、５月の夏

の陣のメインコアイベントを中心に、それまでの機運盛り上げイベントでありますと

か、その後の天王寺区の知名度が上がっていけるようなイベントを、今年１年かけて

つくっていき、２０１４、１５年度にイベントをしかけていきたいというふうに思っ

ておりますので、皆さんのご協力もご意見もお伺いしながら、予定を立てていきたい

というふうに思っておりますので、ご協力よろしくお願いしたいと思っております。

よろしくお願いします。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 それでは次、８ページになります。これは経営課題４「つながり合い、支え合い、

助け合うまちづくり～大きな公共を担う活力ある地域社会をめざして～」ということ

で、４の１では、多様な協働による地域活動の活性化、４の２では、連合振興町会エ

リア単位での課題の共有と解決へ向けた取組の支援ということで、書かせていただい

ています。４の２にかかわりましては昨年度、地域活動協議会が６地域新たに立ち上

がって、今、天王寺区では全地域立ち上がっております。今現在のこれらの地域活動

協議会の活動につきまして、先ほどのピンクのチラシの後にまちづくり瓦版というの

がございます。これを見ながら、担当の小川課長よりご説明お願いいたします。  

○小川市民協働課長 

 いつもお世話になっております、市民協働課長の小川でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。座らせていただきます。 
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 まちづくり瓦版ということで、これ第１回目なんですけれども、天王寺区まちづく

りセンター支部というのが、昨年１１月に区役所の３階に設置されまして、今、区役

所と一緒に地域活動協議会の運営支援ということをさせていただいております。この

内容なんですけれども、まちづくりセンター支部は区役所と協働で地活協の取組を支

援しますということで、今現在、広報活動支援とか会計処理支援等々をやっていただ

いております。資料の下の方に、地域活動協議会の紹介というところで、ちょっと簡

単に写真をつけて記載をしているんでございますけれども、地域活動協議会というこ

とで、防犯防災、子ども青少年に関する活動、福祉や地域コミュニティということで、

さまざまな活動を、４月からふれあい喫茶や子育て支援サークル等々の、通常の今ま

でからやっていただいていた事業を地域活動協議会として、実施をしていただいてい

るんですけれども、それ以外に子どもから大人まで大にぎわいということで、今まで

開催された、春のミニミニ音楽祭とか、桃陽ふれあい祭りとか、宰相山キッズフェス

タということで、そのちょっと掲載をさせていただいております。裏面を見ていただ

きますと、今、９つの地域活動協議会それぞれ今年度の事業ということで計画をして

いただきまして、抜粋として載せさせていただいております。今、地域活動協議会３

つのモデル地域ということで、平成２４年度から既に活動はしていただいているんで

ございますが、今年度以降、９つの地域活動協議会それぞれ活動していただくんです

けれども、まだまだ新しい人の参画とか、新しい担い手の育成というところが課題の

一つかなと考えております。広報ということに関しましては、区の広報紙とか、区の

ホームページ以外に、９つの地域活動協議会の広報ということで、今、まちづくりセ

ンター支部と各地域活動協議会、協働でポスターをつくってもらいまして、各地域の

町会の掲示板とか、市の広報板にも掲載していただいておりますけれども、それらの

紙媒体以外に、また各地域活動協議会で今後、ホームページとかフェイスブックとい

うような広報をしていただきたいと思っておりまして、それについてはまちづくりセ

ンター支部と一緒に、各地域活動協議会と取り組んでいただきたいと思っております。
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まずは、地域活動協議会を知っていただいて、各行事に参加をしていただいて、地域

活動協議会に参画していただくというのが、これからの目標と考えております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 最後、９ページですけれども、経営課題の最後、５番目「区民の声集約プロセスの

強化」ということで書かせていただいています。５の１から５の５までございます。

５の２ですけれども、先ほど区長の挨拶にもありました「あなたの声をつなげ隊」と

いうのが昨年８月に発足しまして、その取組ということで、最後のチラシの、先ほど

の瓦版の次に、あなたの声がどういうふうにつながったということも含めて、取組状

況を書かせていただいています。この点につきまして、担当の粂川課長代理よりご説

明いたします。よろしくお願いします。 

○粂川区民の声集約担当課長代理 

 皆さん、こんばんは。区民の声集約担当課長代理の粂川でございます。座らせてい

ただきます。 

 私のほうからは、この区民の声集約チーム「あなたの声をつなげ隊」につきまして、

簡単にご説明いたします。活動実績につきましては昨年は、学校選択制につきまして、

１，１８３名を初め、１，７７８人の方から直接ご意見を頂戴しております。今年度

につきましては、子育て施策のことについて今現在やっておりまして、約４００名、

それから今後につきましては、先ほどご紹介しました、独居高齢者等見守りサポータ

ー事業につきまして、皆様方から意見を聴取していきたいと思っております。今後と

もよろしくお願いいたします。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 以上、経営課題の１から経営課題５まで、平成２４年度の天王寺区役所の主な取組

内容の実績及び評価、また２４年度を踏まえての新たな取組などについて、ご説明を
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させていただきました。以上で、区役所からの説明を終わらせていただきます。 

 中野議長、よろしくお願いいたします。 

○中野議長 

 どうもありがとうございます。ただいま区役所のほうから説明がございましたが、

ただいまより説明についてのご意見、そしてまたご質問をお願い申し上げます。発言

される方につきましては、挙手をお願いします。なお、時間が多少おくれております。

できるだけ簡潔にご質問のほどお願いを申し上げるとともに、回答のほうも速やかに

お願いを申し上げます。 

 何かご質問ございませんか。 

 南委員、どうぞ。 

○南委員 

 すみません、南です。経営課題１、災害に強くと書いてある１の１で、括弧に具体

的取組の実施状況となっていましたけれども、その収容避難所の新規指定が４カ所、

収容避難所の備蓄物資の配置、６カ所と書いてありますけれども、最終的にはこれは

何カ所になるとか、そういうのは把握されているんでしょうか。 

○和田危機管理課長 

 最終的には区内２０カ所になるんですけれども、ここで言う新規でふえたのが、明

星高校、それから天王寺スポーツセンター、そのあたりが平成２４年度にふえたとこ

ろで、最初２カ所だったのが４カ所というふうに書いているんですけれども、それは

地域防災計画ができていますので、ここが避難所になったのと、今度８月１日に広報

紙の中で、防災の特集号を載せますので、その中に２０カ所全部載っていますので。

それで今度は新聞折り込みではなくて、各ご家庭のほうのポスティングでお届けしま

すので、それを見ていただいたら２０カ所全部わかるようになってあります。 

○南委員 

 備蓄物資の配置６カ所となっていますが、最終的には２０カ所ということですね。
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今、６カ所というのは、あと１４カ所はまだということですか。 

○和田危機管理課長 

 小学校については１３カ所、天王寺商業に行ったらありましたので、あと私立の分

と府立高校の分を追加で、発電機やリヤカーですね。そういう物品、救助資機材を今、

入れていっているということです。２４年度に６か所入れたということです。 

○南委員 

 それで、避難の訓練ですね。以前、うちの真田山地域では、地域が全然違うのに離

れた真田山小学校まで行かせてもらいましたけれども、今回、高津高校とか明星高校

とか、今言ったスポーツセンターとか、そういうところではやられるんでしょうか。 

○和田危機管理課長 

 今現在、真田山の地域活動協議会の安心安全部会のほうで災青さんを中心に、去年

が小学校の全体でやったので、もし高津中学でするとか、今、災害救助青年部と地域

活動協議会の中で、どこでするかというのを協議してもらっています。 

○南委員 

 それはやるときは、各避難所に逃げる地域決まってますね、場所。ここの地域はこ

こに逃げてくださいという、だいたいね。そういうとき、やるときはその地域の方々

に、皆さんこういうことをやりますということを、地域の方々に言ってもらえるんで

すね。地域活動協議会といってもできたばっかりで、はっきり言って町会で動いてい

るところと、町会以外の方々でやるのが地域活動協議会と聞いているので。 

○和田危機管理課長 

 それは町会単位でそこの避難所の当番を決めているので、関係のところにはそこか

ら、班回覧なりポスター、チラシでお知らせするようには地域活動協議会と相談して

います。 

○南委員 

 それは皆、一緒ですね。各、全部ですね。真田山地域ははっきり言って４つも５つ
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も分かれておるけれども。そうしたらすみません、よろしくお願いします。  

○中野議長 

 次、どなたか、ご意見ありませんか。 

 ご意見ございませんか。ないようでございましたら…。 

○水谷区長 

 中野さんから何かありますか。議長のほうから。 

○中野議長 

 私のほう、議長席からちょっと発言させていただいていいですかということを申し

上げていたんですが、高齢者の対策につきましてちょっとお聞きしたんですが、前は

この高齢者対策というのは、主に社会福祉協議会のほうの推進員さんが受け持ってい

た仕事なんですね。これをこのたび、その制度がなくなりまして、区役所のほうの保

健福祉課のほうですか、こういうふうになっているわけですが、高齢者というのは非

常に人見知りのしやすいような方が多いんですよね。すぐ知らん人を招き入れるとい

うようなことは案外少ないと。ということは、たびたび見守りに来ていただく人の顔

が変わるということは、非常に不安を感じるというんですか、先ほどのお話では６０

名の方が名乗りを上げておられるということですが、推薦されるというんですか、お

願いされるときには、できるだけ長期的に活動をしていただけるような人を募集して

いただきたいというふうに思います。より多くの方の中から、長期的、最低２年や３

年は続けてこの見守りができるようなお方というふうに、我々高齢者は、私自体はそ

う思うし、この中にも高齢者の方いらっしゃいますけれども、思っておられるんじゃ

ないかなというように思います。この点一つ、よろしくお願い申し上げたいです。 

○水谷区長 

 中野議長、ご意見ありがとうございます。本当にご指摘のとおり、ご高齢の方の中

には、本当に人見知りな方も多くおられると思います。大阪市全体でも独居高齢者の

比率が多くて、また天王寺区もその例外ではなく、先ほど職員から４割が独居高齢者
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というご説明もありましたが、人見知りな方、多いのも事実なんですけれども、やは

りこういった方々に対して、ちゃんと命をお守りするという活動を進めないといけな

いという喫緊性もあるのも事実でございます。そういいながらやはり、誰でもかれで

もマンパワーだけ集めて訪問活動すればいいということではないので、６０人今、ご

応募いただいているところでございますけれども、しっかりと研修のほうをさせてい

ただきたいと思っております。 

 今日、社会福祉協議会さんのほうでも、この地域の高齢者見守り活動についてのシ

ンポジウムが行われたんですが、その中でパネリストの区民の方から、例えばマンシ

ョン建設が今、非常に盛んになってきた桃陽地域ですね、こういったところでも独居

高齢者が非常にふえてきていると。一戸建てに住んでおられる方であれば地域のネッ

トワークで助け合いということも可能なんですが、特に高層マンションの中でおひと

り暮らしされている方などは、なかなかオートロック等々の問題もありますから、地

域の民生委員さん等で急にアプローチすることが難しいと、こういうところをやはり

職員が率先していって、その情報を、もちろんご本人が今後継続的な訪問について積

極的同意をしたという前提が必要ですけれども、そういう前提がある場合は、その情

報を地域に共有してもらいたいということを言われていました。やはり地域でやれる

部分はどこまでか、でもここからはやはり行政がどうしてもやらないといけないとい

う部分がございますので、そうしたところについて、これはもちろん桃陽地域のみな

らず各地域によってやはり実情が違うと思いますので、それぞれの地域の民生委員さ

んを中心とした区民の方と対応させていただく中で、一番最良な役割分担というもの

を確保してまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○中野議長 

 どうもありがとうございました。ほかに、ご質問ございませんか。はい、どうぞ。 

○栗谷（信）委員 
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 失礼します。区政戦略会議の栗谷でございます。インターシップ事業のことでちょ

っとお聞きしたいんですけれども、私も説明会、お邪魔させていただきまして、子ど

もに参加してみたらどうだということでちょっとお願いしたんですが、子どものほう

もクラブ活動や学校の富士登山等でなかなか参加できないということで残念だと思っ

ているんですが、１０社ご提案いただいたんですが、今、河野課長のお話を聞きます

と、４社になったということで、これは魅力ある、子どもたちの目から見て魅力ある、

魅力ないというのがあると思うんですが、その辺の応募というか、希望者というのは

やはり、ＪＡＸＡさんが７名ということで、すごく魅力あるということを僕も思って

いたんですが、ほかの希望者というのはあったんでしょうか、なかったんでしょうか。

もしこれに基づいて今後さらにもっと魅力ある事業に、次回ができるのであれば、い

い方向に進めばと思っていますが、ちょっとこの辺の、僕、ほかの参加がなかった企

業さんにはどうだったかというのを聞きたいと思います。お願いします。 

○河野未来人材育成担当課長 

 ありがとうございます。インターシップ事業につきましては、ただいまご質問の件

につきまして、募集定員は１２名でございまして、実は募集期間もちょっと短かった

こともございます。それから、天王寺区内の中学生・高校生ということで限定させて

いただいておりましたので、区内の中学・高校に働きかけまして募集したところなん

ですが、今委員ご指摘のとおり中学生・高校生も夏休みは忙しい事情もありまして、

実は募集定員ぎりぎりの応募がございました。１２名の方の応募をいただいたという

ことで、１２名派遣させていただいております。やはり今、おっしゃっていただいた

ように、学生さんにとって興味があるところに集中したということで、結果的に２番、

３番、４番、１０番という４つの会社に集中した形でございます。これは１０社にな

りましたのは、このチラシの一番下に事業受託者という、ＫＥＧキャリア・アカデミ

ーというところがこの１０社とはお話をつけていただいて、受け入れられますよとい

うことでご提案をいただいておりました。受け入れ人員もこのチラシの裏の一番右側
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に受け入れ枠と書いてございますように、１２名以上の受け入れが可能だったんです

けれども、結果的に希望が集中したということでその４社になったというところでご

ざいます。それでほかの６社につきましては、ＫＥＧのほうからまた、こういった状

況ですというのを説明させていただいて、また次回以降、こういう機会があればお願

いいたしますということで、丁寧に話をさせていただいております。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○中野議長 

 ありがとうございました。 

 ほかにございませんか。 

○原田（恵）委員 

 すみません、ふるさと寄附金のことについてお伺いしたいと思います。これは６，

０００円以上が寄附になるんでしょうか。 

○森シティ・プロモーション担当課長代理 

 お答えさせていただきます。６，０００円以上だと特典を出させていただいている

というところでございまして、別に１，０００円、２，０００円からでも結構でござ

います。 

○原田（恵）委員 

 それで私は一つお願いがあります。私、去年、公募委員に選んでいただいてとても

うれしかったんですね。それで天王寺区に寄附できるところがあればしようと思って、

今、天王寺動物園のサポーターになったりとか、あと寄附できるところ、幾つかさせ

ていただきました。ただ、一口１，０００円というところがありまして、それで１，

０００円でもいいんですか、と私がお伺いしたときに、向こうの人が「いいです、ち

りも積もれば山となりますから」とおっしゃったんですね。私はその当時、今もその

大阪府の最低賃金で働いておりますが、その当時７８６円だったと思います。本当に

１，０００円で申し訳なかったんですけれども、そのときちょっと悲しい思いをしま
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した。ですから、これ６，０００円される方も１００万円される方も区役所の方は、

多分そんなこと区役所の方はされないと思いますけれども、金額の違いがあってもそ

の方にとってのお金の重みは同じだと思いますので、その点、各種団体様の方もよろ

しくお願いします。すみません、失礼しました。 

○中野議長 

 ありがとうございます。確かにおっしゃるとおりですね。 

 次、どなたかございませんか。生駒委員、どうぞ。 

○生駒委員 

 すみません、３ページの１の５です。土地の区画整理の件です。めざす成果の達成

状況で、約６０％達成したと書いてあるんですけれども、警察署の前の都市計画道路

について、あれはもう全く計算に入っていないわけですね。しかもそれを不愉快に感

じている人というのがいっぱいおるのに、もう６割の人は満足しているというように

感じるのは、どういうことなんですかね。４割の人は、不満に思っているということ

ですかね。ここの計算がちょっと、全くわからないというのが一つです。 

 それから、遊休の土地がいろいろあるのに、それが放置されて、恐らく減収になっ

ていると思うんですけれども、そういうことについての言及がどこにも出てこないん

ですよね。そういう点で、非常に心配しているんですけれども。 

○中野議長 

 ありがとうございます。 

○水谷区長 

 生駒委員が示されている懸念といいますか、不安というのは、非常にもっともなこ

とだと思うんですね。今回ちょっと、運営方針の振り返りのこの、概要資料というこ

ともありまして、３ページが具体的にそれはどこの道路なのかどこの公園なのかとい

う特定したような書き方にはなっていない、道路も公園も安心して、安全で快適に利

用できると感じる区民の割合というのが５９．２％という書き方になっていましたけ
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れども、当然これはおおむね６０％を達しているからということで、安心して構えて

いるわけではなくて、生駒委員の先ほどお話の中で言われた、警察署の前のところで

すね、確かに私も通っていてやはり歩道も狭いですし、あそこに自転車も通るし、子

どもさんも通られるし、非常に危険を感じるのはよくわかるお話です。ですからそう

いう問題認識は、今後も引き続き堅持してまいりたいと思いますし、区内見渡します

と、あの場所だけではなくてほかにも、大きな道路から小さな道路まで、非常にいつ

も接触事故の危険性があるようなところもございます。ただやはり都市整備に関して、

予算とあとほかの区でも同じような課題があるところがありますから、順番に進めて

いくに当たってどうしても、他区を差しおいて我が区を言ってもなかなかうまくいか

ない状況でございますから、粘り強い局との意見・要望の調整が必要となってきます

けれども、問題の認識自体は今もなお、ございますので、それだけちょっとお伝えさ

せていただきたいなと思います。どうもありがとうございます。 

○中野議長 

 生駒委員、よろしいですか。 

 それでは時間も時間でございますので、あと一つだけ質問並びにご意見をお伺いし

たいと思います。最後のご意見でございます。どなたかございますか。 

 はい、飛田委員、どうぞ。 

○飛田委員 

 戦略委員の飛田と申します。１－４に関してなんですが、確かに放置自転車の台数

というのを聞いて自転車が少なくなったとは思うんですが、うちの母親も含めて年寄

りの方によく言われるのが、天王寺だとか上本町とか買い物にいったときに、年とっ

た人は自転車置き場に自転車を置いて歩いて物を買いに行くことはできなくて、そこ

の商店の前に自転車を置くともうすぐ持っていかれて、とても自転車で買い物ができ

ないという意見もあるんですが、この辺について何か対策というのはあるんでしょう

か。 
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○和田危機管理課長 

 今現在、放置禁止区域内は、上本町６丁目周辺に関しては即時撤去という形で撤去

されているんですが、それ以外は１時間以内の猶予はあるんですけれども、できる限

り駐輪場なりそういうところに入れてくださいということで、自転車利用のマナーの

向上ですね、そういうお願いをしているんですけれども。具体的におっしゃっている

のは、どちらの駅周辺になるんですかね。 

○飛田委員 

 まず一つは上本町、とあと天王寺の商店街のところ、天王寺というか天王寺駅に行

く参道のところなんですけれども、やはり誰かに見ておいてもらわないとすぐ持って

いかれると。確かに若い人だったら駐輪場に置いて荷物を運ぶというのはできると思

うんですけれども、やはりある程度自転車でしか動けないお年寄りの方というのは、

即時に持っていかれると、多分買い物も何もできないし、例えばお肉屋さんの前に自

転車を置いたらもう持っていかれてしまうような状態だと、落ちついて買い物もでき

ないと言われたので、何かその辺というのは、例えば高齢者の方だけでもマークか何

かつけて、その人が買い物しているくらいだったらいいような方策というのはとれな

いのかなというのが、今の質問なんですけれども。 

○和田危機管理課長 

 確かにそういうご意見、市民の声でもかなり伺っていますので、自動車でもあるの

に駐車禁止除外とか、高齢者専門のマークなり、建設局とも相談をしてみますけれど

も、自転車、電動自転車が無いと移動できない方もかなりおられますので、その辺は

いったん区役所のほうでも検討課題として、関係局に聞いてみます。天王寺駅周辺に

も今現在、ＪＲ天王寺の駅前に６０台とか、駐輪場、北口は少なかったんですけれど

も、ＪＲと協力して駐輪場をどんどんつくってもらうようには、今現在ではなってい

るんですけれども。阿倍野側はかなり、２，０００台の駐輪場があるんですけれども、

天王寺北口は動物園の臨時駐輪場以外は今のところないので、ご迷惑はかけていると
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思います。 

 以上です。 

○飛田委員 

 一応、駐輪場という話ではなくて、仮に置くような措置をとってほしいということ

だったので。駐輪場があるのはわかります。 

○水谷区長 

 今、飛田さんが言われたその除外とかできるかどうかは、局に確認して、できるん

だったら検討してください。 

○中野議長 

 よろしいですか。 

 それでは、本日の議題（２）を、これをもって終了させていただきたいと思います。

いろいろとご意見、多数まだあろうかと思いますが、時間の都合上、どうぞよろしく

お願いを申し上げます。ここで、議長を交代させていただきます。 

 田中議長、どうぞよろしくお願いします。 

○田中議長 

 それでは、これからよろしくお願いします。 

 議題３の、区政戦略会議からの報告について、議事を進めさせていただきます。私

のほうからは区政戦略会議のこの間の状況を、少しご報告させていただきます。 

 区政戦略会議は昨年１０月に、第１回会議を開催し、その後は６月まで計６回開催

してまいりました。当初は、区政に関する意見具申等行っておりましたけれども、委

員の中から作業部会をつくってもっと詰めた議論をしたいということで、教育・子育

て・国際交流作業部会と防犯・防災・地域社会作業部会、並びにシティ・プロモーシ

ョン作業部会の３つの作業部会に分かれて会議を重ね、その調査・研究の成果を踏ま

えて、戦略会議で議論を進めてまいりました。今日は、各作業部会の１年間の検討結

果を資料として、提出しております。それぞれの作業部会から報告させていただきま



- 31 - 

すので、委員の皆様よりご意見、ご助言など後ほどいただくように、と考えておりま

す。 

 それでは、教育・子育て・国際交流作業部会より、順番に報告をお願いします。で

は出水委員、お願いします。 

○出水委員 

 戦略会議の出水と申します。よろしくお願いします。 

 教育・子育て・国際交流という作業部会で活動させていただいておりました中で、

今回の提案をさせていただく分、何個か案はあったんですけれども、まず一つ選んで

今回これを、話を特に重点的にさせていただいたものを提案させていただきます。 

 お手元の資料、１３ページになるかと思いますが、今回「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」とい

う、あくまで仮称ですけれども、そういうものを提案させていただきました。基本理

念として、やはり教育に対する強い思いを持った親御さんが多い、あと文教都市とし

ての天王寺のイメージ、こちらを汲んだ内容として、今回、企画させていただいてお

ります。基本理念等、ここに書いてあるとおりなんですけれども、実際国際交流等々、

国際化の子どもを育てるためにじゃあ何が必要なのかといったときに、単にイコール

英語がしゃべればいいと、そういうものではないと考えております。まずは自分の考

えをしっかり持つこと、自分と他人との違いをしっかり理解して受け入れること、こ

れはただ単にそのグローバル化、ボーダーレス化というものに対してだけではなくて、

昔からあった格差社会だとかいじめ等についての諸問題に対して、これもやはり、必

要不可欠なものではないかということで、次世代を担う子どもに対して夢のある提案

をしようということで、この話を進めさせていただきました。 

 では子どもたちにどういうものが求められているのか。やはり自分の意志・意見を

しっかり持って、表現できること。あと、異なる文化、伝統を理解して敬意を持つ。

また国際交流となれば、あながちおろそかにしがちですけれども、自国の文化・伝統

というのをやはりしっかり理解し伝えられるという能力、やはりここが必要になって
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くると思います。そこで子どもたちにやはり、学校教育だけでは物足りない、ここで

学べない、本物の体験をする機会というのを次に提供したいと考えております。 

 それで２つ、討論教室というのとアンバサダー会議、２本立てで今、考えておるん

ですけれども、まず討論教室というほうは、あくまでも将来的にはディベートまで持

っていきたい、自分たちの意見をしっかりと持って相手にどれだけそれを伝えられる

か、また相手の意見をどれだけしっかり理解して、それをまた自分の意見として考え

られるか、というのを重要視したものです。なので人数的に少ない人数で、あとテー

マなんですけれども、今、あくまで案ですけれども、実施案として挙げているような

感じで、なかなか答えがはっきり出ない項目が多いと思いますけれども、しっかり考

える機会を提供したいと思っております。 

 もう１つが、子どもアンバサダーというものになるんですけれども、もうちょっと

やわらかく、いろんな経験をまずしようということで、いろんな、教科書とかテレビ

の映像だけではなかなか感じられない本物の世界というものを自分の目で見て、肌で

感じて、それで自分の頭で考えて、そういう機会を提供したいと。それが将来的にそ

の子どもにとって学びの入り口になればと思っております。実施案としては下にある

ように、世界をゲーム感覚的に感じるもの、あとは実際に総領事館の方であるとか総

領事の家族の方とか、実際にそういう方に直接触れて、自分で、与えられるものだけ

でなく、何かを感じてほしい。あと、一番これが重要だと思うんですけれども、日本

文化というのをしっかり学んでほしい。どうしても、うちも留学生と触れ合うことは

あったんですけれども、外国の子どもさんは自国の民族衣装を着て、自国の歌を歌っ

て、自分の国がこういうことだと教えてくれるんです。ただ日本人が、じゃあ自分で

着物を着られるのか、茶道・華道とこういうものができるのかといったらなかなかそ

れは難しい。実際のところ、なかなかそれができる子というのは少ないということで、

やはり国際交流という名のもとに、世界に羽ばたこうとか、そういう子どもに対して

は、やはりそういうところをしっかりと学んで、身につけてほしいという思いがあり
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ましたので、これをぜひ、そういう形で体験する機会というのを設けたいと思ってお

ります。 

 あと、実際それを思いだけで進めていけるものではないので、実際それをどうやっ

て運営していくかということになりますけれども、地域に根差したＮＰＯを中心にす

るとか、あと区役所と大阪国際交流センターというのが天王寺区内にありますので、

そういったところに、やはり一緒になって考える、進めていくという方法をぜひご検

討いただければと。 

 あとは地域の、どうしても皆さんの、企業の方であるとか、本当に地域で子どもを

育てるという思いを形にしていただいて、そういう形で運営していく方法が、やはり

必要なのではないかと考えております。継続的にしていくために、子どもたちにとっ

てはやはり興味を、なかなか薄まらないように、しっかりと興味を持ち続けていただ

くために、いろんな方法で子どもの興味をひけるようにしていきたいと考えておりま

す。将来的には、いろいろ今、ほかの市町村さんとかで民間の、大学という名前の講

座を開かれたりとか、本当にその道のプロの方をずらっと並べて講義されるというと

ころがふえてきています。やはりそういうものを見ていると、子どもたち、ものすご

い募集の中で、泊まりがけでそういうのに参加される子どもさんとかもいる、そうい

う中では子どもたちにとってプラスになるという形をきっととれると思いますので、

大人がまず、これは子どもには早いんじゃないかという頭を一切のけて、非常にこん

なことで、こんなことまで考えていいのかなというようなテーマになるかもしれない

ですけれども、そういったところ、ただ恐れずに子どもたちに実際ぶつけていければ

なと思っております。「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」という名前で一括りにさせてもらいまし

たけれども、教育・子育て・国際交流作業部会の中では、この案を区役所のほうにご

提案させていただきます。 

 以上です。 

○田中議長 
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 続きましてあと２作業部会やった後でご意見、ご質問承りたいと思いますけれども、

２番目は防犯・防災・地域社会作業部会、越村委員、お願いします。 

○越村委員 

 防犯・防災・地域社会作業部会の越村です。よろしくお願いいたします。 

 当作業部会は８名のメンバーで、ほぼ月１回のペースで会議をもってきました。他

作業部会と違いまして、この作業部会ではそれまで実施されてきた、防犯・防災・地

域社会に関する事業について、強化や見直し点の洗い出しを行ってきました。具体的

には２１ページにありますような、その他の本作業部会でのトピックということで、

いろんな課題について話し合いをしてきました。 

 今日は、この全部を網羅してご報告するのにはちょっと時間も足りないということ

もありますし、今年度、先ほど説明もありましたように、一番やはり目玉的事業とし

て独居高齢者等見守りサポーター事業というのが開始されますので、それについて、

やはり私たちの作業部会では一番多くの時間を割いて話し合いをしましたので、その

報告を中心に進めたいと思います。 

 まず最初に、資料のご説明なんですけれども、２２ページから２４ページにつきま

しては、天王寺区役所がつくられたこの事業の資料でございます。その中の２３ペー

ジに、１９と２０を見開きになって真ん中が、ちょっとこれＡ３サイズの資料なもの

で、ちょっと半分に切れてしまっているんですが、１９、２０のところにあります真

ん中の、ちょっとわかりにくいんですが、独居高齢者等見守りサポーター事業役割分

担と説明資料というところ、わかりますでしょうか。１９、２０ページをごらんくだ

さい。その真ん中の部分は、もともと区役所が作成した資料でございます。それに対

して、私たちの作業部会でいろいろなことを、こうじゃないかというようなこと、こ

うしたらいいんじゃないかということを話し合いましたので、周りにピーっと線が引

いてあったりするところが、私たちとしての意見・提案であります。今まで地域でも

いろんなことが事業として、地域の輪づくりということで地域福祉、今日の社会福祉
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協議会の報告、フォーラムもあったんですけれども、いろんな事業が行われているん

ですけれども、今回行政サイドでこういう事業を進めようということで、幾つかの提

案をさせていただいております。 

 左のほうから、まずスーパーバイザー、ボランティアリーダー、ボランティアをめ

ぐる課題、これにつきましては、スーパーバイザーとつなげ隊の質の担保、現在（ス

ーパーバイザー）２名で進めておられるということなんですが、やはり３名体制、い

わゆるこの仕事の重大さを考えると、３名体制ぐらい要るんじゃないかなと。でも今

年度の予算もありますし、できましたら来年から３名体制に増員していただけたらど

うかというような話や、次、ボランティアリーダーの確保と研修、特に地域のボラン

ティアリーダーさんがやはり、役割的にかなり大きなものを担っておられる割には、

有償ボランティアといいながらやはり報酬額が少し低いのではないかということで、

次年度はできたら、見直ししてはいかがでしょうか。あとボランティアの確保と研修

ですね。先ほど、お話にも出ておりましたが、公募の方たちだけではなくて、やはり

今地域の活動にかかわっている方々も巻き込みながら、地域ごとの形をつくりながら、

やっていくことがやはり大事ではないですか、という提案をさせていただいておりま

す。 

 あと、情報管理につきましても先ほど、お話が少し、区長のほうとかから出たと思

うんですけれども、やはり集めた情報を一元的に管理して、もちろん管理は必要なん

ですけれども、命にかかわることでもあり、できるだけ状況に応じて地域と共有をし

ていくとか、緊急の際にはやはり何とか開示できるようなシステムを整備していただ

けたら、より効果的なものになるのではないかということ。 

 そして、区役所としての実施体制ですね。これも担当課間の連携を強めていくこと

がまず何より大事ではないかと、特に他事業との連携をとることが効率的であると。

先ほど家具固定事業の話もありましたけれども、せっかく訪問するのであればこうい

う事業、あるいはほかの高齢者に関連する事業についても、お勧めするなり説明する
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なりして、効率的に進めていったらどうでしょうかというふうに書かせていただいて

おります。 

 右の上のほうにありますけれども、評価ですね。やはりこのような事業は非常に評

価が難しいのですけれども、やはり評価をしながら、それが評価してあかんかったか

ら潰すとかいう話ではなく、前向きにここの点をもっとこうしていったらいいとか、

そういうＰＤＣＡサイクルに活用できるような評価がやはり必要であろうと。具体と

しましては、やっと始まり出したところの事業でありますので、秋ごろをめどに、も

う一度事業の進捗状況を確認していこうというふうなことで、合意をしております。 

 右の真ん中辺、一番右端の真ん中辺にずっと書いてあるんですけれども、非常に行

政としてこの事業、責任を持ってやっていこうという事業でして、多分全国的に見ま

しても、地方都市なんかに行きますと例えば保健師さんが各戸、全戸を訪問するとか

という事業はあると思うんですけれども、都市部でこういう事業が始まるというのは

非常に画期的なことであると思いますので、せっかく始めるんだから、効果的に実施

をしてほしいと。そのためにはやはり行政だけではなくて、例えばご本人が継続的に

見守り、今回の対象というのはご本人が希望された方ということなんですけれども、

私はいらないとか言う方に対しては、やはり民生委員さんや地域の何げない見守り、

今日のフォーラムでも出ていましたが気遣いというか、そういうものがやはり不可欠

でありますし、見守りをもし希望した場合にも月１回だけ行っても、やはりそこでは

孤独死の防止とか早期発見ということが難しいので、日常的なやはり見守りが必要で

ありましょうし、比較的課題の少ない高齢者の方については、地域のふれあい喫茶や

食事サービス、あるいは介護予防教室につなぐなど、地域による見守りの輪づくりを、

今もすごくされているんですけれども、区としてもこれまで以上にやはり支援をしな

がら、重層的な取り組みというのが、展開していく必要があるのではないと思います。 

 あと、天王寺区内、いろんな報告も今日ありましたけれども、やはり地域によって

いろんな形やいろんな個性もありますし、活動の内容、濃淡があると思いますので、
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これを機会にぜひ、区全体としての活発化を図るために、例えばよその地区の実践例

を紹介するなどして、お互いの活動の手法を学び合うための地域活動フォーラムを開

催してみてはいかがでしょうかと提案をしております。 

 あと、やはり基本的に見守り活動が必要なんですが、それでもやはり、ちょっと高

度な問題を抱えた方については、やはり専門家の関与も必須ですので、既存の社会福

祉的資源、高齢者をめぐる専門機関というのは今もたくさんあって、いろんな会議が

いろんなところで頻繁に行われておりますので、それをもう少し機能的・有機的に連

携しながら負担のない範囲で、例えば専門機関の方々にとっても、いっぱい会議があ

ると、いっぱい出ていって時間的にとても大変というところもあるので、その辺がう

まく機能するシステム、区役所なのか、地域包括支援センターなのかわかりませんが、

どこかが基本に取りまとめて、まとめていくようなシステムを区全体として構築して

いって、このせっかくの事業を重層的な取り組みでうまく展開していけたらなという

ふうに考えて、こういうふうなシートをつくってみました。 

 以上です。 

○田中議長 

 ありがとうございました。 

 ３番目ですけれども、シティ・プロモーション作業部会、田中（創）委員以下３名

でご報告いただくというということですが、よろしくお願いいたします。 

○田中（創）委員 

 シティ・プロモーション作業部会の田中創三郎と申します。今回は私と、あと田渕

委員と渋谷委員の３名で途中交代しながらご報告させていただきます。 

 シティ・プロモーション作業部会としては、にぎわいという点からまちづくりを考

えていこうということを実施してきました。その際に大きな方針としましては、ハコ

モノへの投資とか、一発もののビックイベントということではなくて、既にある資源、

資産、そういったものを有効利用していくこと、そういう提案をしていこうというふ
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うなことで、考えを統一しました。その結果として、区として天王寺区内で最も利用

の余地、価値ではなくて余地が残っているのは天王寺公園だという結論に達していま

す。天王寺区は文教地区であって、住宅地としての魅力も高いんですけれども、ただ

それだけではなくて、天王寺、鶴橋、上本町という３つの大きなターミナルをその周

辺部分に持っていて、商業エリアとしても魅力がある、そういうおもしろい町だと思

っています。ですので、それなりによその町からお客さんを呼んでくる、そういった

潜在的な力を持った町だと思っています。ただ足りないのが、町にある資源というか、

見どころというのを回遊していく、そういうルートが一番欠けているのではないかと

思っています。そういったその回遊性というものをどうやってつくり出していくかと

いうことを中心に提案させていただきたいと思っています。 

 天王寺区の中で動線が生きていない最たる例ということで、天王寺公園の周辺、そ

こが一番の問題点だと考えています。例えば、公園周辺には四天王寺とか一心寺とか

愛染堂といった寺町がありますけれども、公園周辺を楽しく散策できるような環境が

整っていないと、寺町の魅力というものもはっきり、十分活かし切れないと思うんで

すね。ですので、そういった公園エリアの回遊性を高めるということを通じて、既に

ある寺町という資産を有効活用していくということの効果も期待できると考えていま

す。ですので、天王寺公園をどうやって有効活用していくかということで、２８ペー

ジの上のほうなんですけれども、二つの方法があると考えました。 

 一つ目は動線をつくっていくということ。動線といってもターミナル、天王寺駅方

面からの動線、それから北側の寺町からの動線ということが考えられます。それから

二つ目としては、そうやって来ていただくにも、アクセスをよくするだけではなくて、

公園自体にもっと魅力がある、そういった公園にしていくことも大事だと考えていま

す。一つ目の、動線の作出ということで、まずその１ということで、ターミナルから

の動線ということです。天王寺公園というのは、ＪＲ天王寺駅、地下鉄天王寺駅から

非常に近いということで、本来であれば抜群のロケーションにあるはずなんですけれ
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ども、ただ直線的に公園まで入ることができない、そういう現状です。それを動線を

変えることで、人通りを生み出していくことが大事かと考えています。そのための具

体案としては、２９ページの上のほうの写真ですけれども、この写真の矢印、二つあ

るんですけれども、上のほうが現在の現状です。一回北のほうに上がって、駅から一

回信号を渡って、北口商店街に行って、そこから３０メートルほど北にのぼって、そ

こでやっと信号を渡り谷町筋を渡る。渡った先にあるのは公園の正面入り口ではなく

て、大分離れているんですね。そこからまた南下して、公園の入り口まで戻ってこな

いといけないという、こういう状況になっている。これは、公園というのは本来、お

金をとるような施設ではないと思うんですけれども、全国的にもこういう都市公園と

してお金を取っている例というのはめずらしい、そういう公園ですけれども、そうや

ってお金をとっているのに、こういうふうに駅から本当に近いはずなのに、わざわざ

遠回りをさせてしまっている、こういう状況でお客さんに来てくれなんて、とても言

っても来てくれない、そういう状況になっていると思うので、せめてこの横断歩道を

３０メートル南下して、下のほうの矢印の位置にまでずらすことができないだろうか。

横断歩道を塗りかえて、あと信号機を移し変えるという、その工事ぐらいは要ります

けれども、ただそんなに大きなハコモノをつくるというわけでもございませんし、こ

れは一度検討いただきたいと思っています。あとは、それ以外にはこの交差点をスク

ランブル化してはどうかという案もありまして、スクランブル化すると、駅から公園

の入り口まで一直線でいけるというメリットは生まれます。けれども、渋滞の問題と

かも発生する可能性もありますので、そのあたりはちょっと慎重にならざるを得ない

ところかなと思っています。 

 以上が一つ目の動線、駅からのアクセスということでお話させていただきました。

次から二つ目の動線、寺町からの動線ということで、田渕委員からご説明させていた

だきます。その前にすみません、その提案のときにわかりやすいかと思って地図の写

真をご用意いたしましたので、ちょっとすみませんがお配りいただけますでしょうか。 
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○田渕委員 

 どうも、田渕です。私のほうからはこの２９ページの１枚だけについてお話させて

いただきます。まず茶臼山ゲートについては今現在、天王寺公園から一心寺のほうに

わずかに出口だけはあるんですけれども、そこから入ることはできません。またこの

ことについては、今までいろんな方が尽力されていたと思うんですが、私の提案はこ

の北側から入れるようにしたいということです。場所的には、谷町線に沿った、今現

在、動物の絵が飾られているところですね、仮囲いのある位置、今お配りいただいた、

写真がちょっと判明しづらいんですが、上の写真のところなんですが、道路沿いのと

ころにつくるということが１点。 

 ２点目は、そこに公園内外から利用できるカフェテリアというか、そういう飲食施

設をつくると。当然、入り口ゲートをつくるということは、そこに入る入場料という

か、そういう管理もする必要がありますので、それの委託をそこのテナントに依頼す

るという、人手のかからない方法を考えるということが３点目です。そうすることに

よって、谷町線沿いからとそれから茶臼山公園の有機的なつながりというか、新たな

つながりができて町の景観もよくなっていくだろうということを考えております。 

 それから４点目は、夜間、あのかいわい、人通りが意外と少ないんですね。そこで

防犯上のことも兼ねて、営業をある程度夜までやってくれるような運営の委託をして、

人通りをふやすというか、人が集まってくるような、なおかつ明るく防犯上も貢献で

きるようなしつらえが必要かと考えております。 

 それから常設店舗というか、それもつくって、できるならば天王寺区のオリジナリ

ティのある商品なりサービスなりを扱うようなお店、天王寺区をアピールするような

店ができたらいいのになと思っております。常設以外にも、仮設店舗等もつくれるよ

うなイベントも含めた場所をつくって、朝市ならぬ夕陽ケ丘ですので夕陽ケ丘市でも

何でもいいんですけれども、そういうスペースになったら、なおかつ理想的だなと思

います。 
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 先ほどから話がありましたように、戦国博等が催されることも伺っております。ち

ょうどこの北側の安居天神は、真田幸村が戦死した場所でもあるわけです。そういう

寺町とか四天王寺、一心寺といった、この名称とのネットワークというか、それを逆

にそちら側から天王寺公園に入れるルートを確保することによって、天王寺公園の北

半分の、死んだところとは言いませんが、あまり人が訪れることがない箇所ですね、

その部分がさらに有効利用できたらいいのになと思います。 

 私のほうからはハード面について言ったんですが、渋谷委員のほうから、あとソフ

ト面についてお話していただきます。 

○渋谷委員 

 戦略委員の渋谷です。よろしくお願いします。 

 先ほど田渕委員のほうからはハードの部分での天王寺公園の再開発ではないですけ

れども、そういう面で提案していただいたんですが、私のほうからはこちらの天王寺

公園のソフトの部分での提案なんですけれども、まず先ほどから申しましたとおり、

天王寺公園といったこの大きい広大なスペース、これはよその公園にはない、ターミ

ナルに直結した、隣接じゃないですね、もう直結した大きな緑があふれる公園という

ことで、ここの公園をもっともっとここに人を集めるには、やはりおもしろいイベン

トではないですけれども、人が集まるような、どんどん集客できるようないろんなイ

ベントをもっと催していただければなと考えております。そのリサーチというかパイ

ロット的な、試験的なイベントとしまして、オープンカフェのイベントを先月５月半

ば、それと先週末の２回実施させていただきました。このオープンカフェイベントは、

天王寺区内の老舗さんから、新規の飲食店舗の方々にご協力いただきまして、区内の

おいしいどころ、天王寺区内にはこういった有名なお店がありますよという紹介と、

あとは区内の天王寺公園にどういったお客さんというか、地域の方はどういった方が

訪れるのかなというリサーチも兼ねて、今回２回行いました。 

 １回目の開催、５月１８日に開催したんですけれども、このときは隣の通天閣さん
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に所属しておられる交響楽団さんのイベントが天王寺公園の中でございまして、その

イベントに合わせてオープンカフェという形で、地元のスイーツであったりとか、コ

ーヒーを提供するというイベントを行いました。それと先日２７日は、これも夕方か

らイベントで、「バロックのゆうべ」というコンサートがあったんですけれども、そ

れに合わせて、ただこの日は美術館の休館日でして、あえてイベントのない時間帯と

日にちにやってみたという感じであります。１回目に関しましては、やはり音が常に

鳴っているという状況でありましたので、駅のほうからも結構ファミリーの方も含め、

若い世代の方の流れも多少、割りとにぎわった感じでありまして、それに便乗して晴

天にも恵まれましたので、品物、スイーツであったり飲み物も割りと思った以上に出

てまして、盛況で終わることができました。それで、先日の２７日のイベントでは、

ちょっと場所も美術館前ということで、あえて駅からすごく遠い場所で、休館日とい

うことで何もやっていない時間帯で狙ってやったんですけれども、やはり人がまず通

らないということで、人の流れがなく、なかなか日差しの照り返しも厳しかったもの

で、用意したものも、最後何とか全部提供できたんですけれども、ちょっと苦戦した

という、こういう状況でありました。 

 この２回のオープンカフェのイベントを通じて、やはりソフト面での、何かもうち

ょっと人が集まるようなイベントごとをこの大きな公園で、もうちょっと頻度を上げ

てできればいいなというふうに私は感じております。次回、今度は冬場なんですけれ

ども、１２月開催と記してありますけれども、１２月に天王寺区主催で天王寺蕪の収

穫祭というのがあるんですけれども、今度はそこで、またオープンカフェのイベント

を出店しようかと、今、企画中であります。ここのイベントでも、天王寺蕪という地

元の名産品を活かして、地元の店舗の方々で天王寺蕪を使った何か、品を提供してい

ただいて、区に訪れたお客様であったりとか、たまたま偶然訪れた方々にも、天王寺

区内のこういったいろんな魅力のあるお店があるんだよというところを、アピールで

きる場がこの天王寺公園の中でできればいいなと思っております。 
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 私のほうからは以上です。 

○田中議長 

 ありがとうございました。 

 ご案内どおり、今日８時までの予定ですけれども、３０分ほど時間がおくれており

まして、皆さんのご意見を伺う時間があまりないかと思います。ただいま３作業部会

の報告は、水谷区長、足髙、福島両議員のこれまで６回の戦略会議の中でのご意見も

参考にしながらまとめてきたものですけれども、まだ途中段階で、皆さんから意見が

伺えればそれもまた反映しながら、その中身を詰めていこうというものでございます。

特に、何かご意見とかあれば。 

○南委員 

 戦略会議の方々、確かにすばらしいと思いますが、実際これ、区政会議の肩書があ

る以上、勝手に動くんだったら動いてもいいと思う。それだったらこの有識者会議、

実際に前に話したんだけれども、僕１回だけ戦略会議に傍聴で参加させてもらったと

きに、確かにこの３つの作業部会をつくりました。そのときに、有識者会議との合同

会議の際には戦略会議から、そう多く出席しなくても各作業部会から２人ずつ行って

話をしたらいいのではないかということを言われたと思います。前回区政会議をした

ときに、全体の人数が多いから皆そういう話をされました。それから１回も会議はな

いですよ、区政会議。僕自身がね、こういう皆さんと話をするということが確か、戦

略会議の方、そう思いませんか。それでずっと、戦略会議の方は月１回ではなくて、

月に何回も話を、作業部会ごとにお話されていると思います。確かにすばらしいと思

います。でも実際、頭にあるのは区政会議で、二つに分かれておって、戦略会議の方

が動くんだったらどうぞという感じになる。今、一生懸命説明されておったのは、僕

らは全然わからない。正直、戦略会議の方からの報告だけです。やりましたというの

ではなしに、こういうことをやろうと思うんですけれどもどうですかと区政会議の場

で話をして、ああそれはいいですねと言って話をするのかなと僕は思っていたんです
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よ。戦略会議の方、どうかは知らないけれども、自分たちは勝手に動いていいのかな

と思われたのか知らんけれども、僕らは要するに、あなた方が一生懸命考えたことを、

教育・子育て・国際交流に関しては「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」、防犯・防災・地域社会災

部会、いろんなものがありましたよね、高齢者見守りサポーター。そしてシティ・プ

ロモーション、こういうことを考えていますという話をして、皆さんと区政会議で話

をしてやるんかなと僕自身は思っていた。だけど戦略会議の方々が、一生懸命話をし

て、会議をしながら、区長に、区長にと言って、勝手に動いている、悪いけど。それ

でいいと思うのか、僕自身はそれだったら今おられる有識者会議の方々は、結果を聞

くだけの話。それでいいのかなと、その結果を聞くんだったら意味がない。 

○水谷区長 

 一通り、言われたと思うのでお答えさせていただきたいと思いますけれども、別に

これ確定的にこの提案がそのまま事業化するということではないです、まず。先ほど

田中議長から申し上げたように、作業部会単位でまとめた提案について、今日、区政

会議合同会議ということですので、また皆さんからご意見があればぜひ、ご助言も含

めて言っていただきたいです、というような向け方を議長もされたと思います。まず

そこはちょっとご確認いただきたいなと思います。 

 それが１点と、もう１点、区政戦略会議のほうは月１回でやってきたというのは、

これは基本的に行政のほうでそれを膳立てしてやったというわけではなくて、かなり

委員さん自身の任意で会議を開催してきたという経緯が多ございます。例えばこの作

業部会単位の会議なんかですと、僕らは参加していないんですよ、区役所からは。も

う完全に作業部会のメンバーの方々が、例えば喫茶店とかレストランとかに集まって、

夕食をともにしながら会議をするということをされてきてですね。 

○南委員 

 それは何も僕、言っていない。そういうのをされているのは知ってます。 

○水谷区長 
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 ちょっと最後まで聞いていただきたいんですけれども、戦略会議はそういう状況で

すので、有識者会議の方々にも、これ有識者会議の方々にも職員が一対一で個別に回

っていつも、区の情報とかご説明していますけれども、そのときに戦略会議は月１回

会議をさせていただいていますけれども、有識者会議のほうはいかがですかと伺った

ときに、会議開催を希望される方の数が、半数を下回っていたという経緯があります

ね。それで、当面は月１回の会議という形で有識者会議は開催させていただいてなか

った、これはもう事実です。しかしながら、その分を有識者会議の方といろいろと、

さまざま地域振興会、社会福祉協議会などさまざまな団体で役職を兼任されている方

も多ございますから、そういった団体の会合等でお話しさせていただく中で、やはり

有識者会議も何らかの形で意見を言う機会が欲しいと、それはどういう機会かという

と、まず戦略会議の中でどういう議論がなされているかというのを確認する機会と、

あとそれにとどまらない、区政に対してこういう合同会議では言い切れない意見を言

う機会が欲しいということを承ったので、全員有識者会議の委員の方が来られるかど

うかわからないですけれども、今後、懇話会という形で、皆さんからご意見を伺って、

また私たちのほうから戦略会議、また区政会議の現状についてご説明する機会を設け

させていただきますという話を、今日の冒頭の挨拶のほうでさせていただいたという

ことです。 

○南委員 

 そうではなしに、今、戦略会議、確かによく会議されたのはわかってます。ただ、

今言われたように、この天王寺公園でやられましたオープンカフェ。確かにポスター

を貼っていました。確かに戦略会議のときこんな話をされていた、僕は傍聴のとき聞

いているからわかっているだけであって、知らない人は、これは区役所がやってるん

だと。違う、戦略会議の方が一生懸命話をされていた。 

○水谷区長 

 オープンカフェイベントというのは、そもそもこの将来ビジョンのほうでも記入さ
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せていただいているんですけれども、２０１４年、１５年に向けて、天王寺公園など

区内の著名なスポットを使って、イベントを数多く打っていくという取り組みを今、

させていただいております。その一環としてこの天王寺公園で、オープンカフェだけ

じゃなくて、例えば真田幸村の甲冑隊によるパフォーマンスとか、そういったイベン

トをいろいろと、５月を中心に打ってきたところなんですけれども、それに区政戦略

会議の方々がボランティアとしてかかわってくださったというところでございます。

ですから、今日「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」とかオープンカフェとか、例えば茶臼山のゲー

トの設置とか、いろいろな事業提案をいただきましたけれども、こういった予算措置

が必要なものについては、まだ全然確定していない状況です。我々としてもこれをや

りますということを、まだ完全にファイナルアンサーという形でお示ししていません

し、まだ来年の予算編成は始まっていない時期ですので、それを来年度実施するしな

いという判断もできていないということです。そこだけはご理解おきください。その

前段階で、今日また皆さんのところに、この各作業部会から、こういう議論をしてき

ましたという報告をさせていただいて、さまざまご意見を賜っている状況ですので、

ちょっとそこは、どうか分けて認識いただきたいなと思います。これはお願いです。

よろしくお願いします。 

○三浦委員 

 三浦と申します。よろしくお願いいたします。 

 南委員がおっしゃっているのも含めて、すごいなって思ったんです。私自身もこの

天王寺の公園、本当に隔離されたような感じがあって、南委員の話は話として置きま

して、私自身、お話を聞かせていただいて、とてもハードとソフトという部分での話

なんですけれども、谷町筋のところを通る、私もしょっちゅう通っているんですけれ

ども、本当に一体化されていない。田渕委員がおっしゃったお話、すごい魅力的だな

と、渋谷委員がお話されたあのカフェとしても、本当にすごいことだなと。継続して

いただいて、私、他区といろんなかかわりを持つときがあるんですけれども、「天王
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寺って」という感じの表現をされます。公園イコールたまり場、びっくりドンキーの

前のところって、あれって何なんやろうって、本当にこの何十年ずっと思ってきてい

ましたので、いっぺんにハードの部分ではできないということはわかっているんです

けれども、本当に、やはりあの天王寺のＪＲの駅から出てきて、すぐに公園ってどこ

にあるのって、そういう感じがしますので、本当に早急に、ハードの部分で変えてほ

しいなって思いました。本当に魅力のある話だなって思いますし、本当にいい話です。

それで南委員の話の補足ということも、厚かましいんですけれども、とても先行され

ている部分が私たち聞いていて、すばらしいなと思う反面、やはりきちっと報告とい

うんでしょうか、そういう部分で耳に入っていたらな、これからされることのほうが

多いんですけれども、とても聞かせていただいていて、南委員のおっしゃる気持ちも

わかりますし、本当に皆さんの、戦略会議の方たちの思い、またこれから進められる

であろう、天王寺区としての本当に魅力ある、外部の人がおいでになって「天王寺区

さすがやね」って、どこを見てもすばらしいって言われる天王寺区にしていただけた

らなと思いました。 

○田中議長 

 ありがとうございました。 

 もう定刻が近づいておりますけれども、今回全体の会議も含めて、水谷区長から一

言いただいて、その後は足髙、福島議員からもご意見をいただきたいと思います。 

○水谷区長 

 すみません、いつも私ばかりがどうしても会議になるとしゃべってしまって、本当

に申しわけないですけれども、ちょっと今日の全体の会議の総括ということで、お話

させていただきたいと思います。 

 まず先ほど、三浦委員が言われたことって本当にそのとおりだと思っております。

確かに戦略会議で皆さんいろいろ、いろんな分野について意思加減を持っておられる

方々なので、議論が先行する部分も私も含めあったかと思うんですけれども、そうは
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言っても皆さん本当に、普通の区民という言い方が適切かどうかわからないですけれ

ども、いろんな仕事をされていたりする普通の区民の方々で、なかなかその議論がい

ろんな方向にいったりとかしていて、ようやくまとまって今回、中間報告として上げ

させていただくことができたということなので、ちょっとその中間報告という形でま

とまる前の段階では、なかなか情報提供をいろんなところにすると、逆にそこでまた

意見をもらって、その内部での議論が萎縮してしまうというところもあったのも事実

かと思うんです。ですから、なるべく迅速な情報提供というのはやはり大切だと思い

ますので、今後、有識者会議懇話会みたいなものを設置させていただきますけれども、

そういう手段をとりながら、なるべく多くの方々に議論状況が共有できるようにさせ

ていただきたいと思っております。 

 その会議の内容面のことなんですけれども、本当に今日は具体的なさまざまなご意

見をいただきまして、まずやはり中野議長も言われていたように、高齢者見守りサポ

ーターについては、本当にボランティアの人選を含めて、これは慎重にやらせていた

だくと、これは確実に明言させていただきたいと思います。研修も含めて、ちゃんと

責任を持って送り出せる人をやはり地域に送り出していくということを徹底させてい

ただきたいと思います。またこの点については、戦略会議の越村委員も本当に、この

配られた見開きのＡ３の資料が本当に細かくできていて、やはりこの資料を運用する

に当たっては、ここで示されているチェック項目を随時確認しながら、やはり運用し

ていかないといけないなと思うほどだったんですが、ちょっとポイントが多いので全

ての点には言及できないんですけれども、ＳＶ（スーパーバイザー）の体制とか、ボ

ランティアリーダーの人数とか、報酬額とかについては、これはこの事業を立案して

今、運用している保健福祉課の職員は職員で多分言い分がありましょうから、またこ

ういった意見も参考に、来年度以降のその運用のあり方というものを考えてまいりた

いと思います。庁内の議論にも活かしてまいりたいというふうに思っております。 

 いろいろ、ご提言いただいていますけれども、やはり地域での見守りについて、今
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日、社会福祉協議会のほうでもフォーラムがくしくもあったわけですけれども、やは

り行政のほうで見守るこの見守り事業についての振り返り会であるといいますか、そ

ういうフォーラムもやはり設けていかないといけないかなと思います。やはりその見

守りという分野において、これは多くの自治体が、それは地域に委ねればいいんだと、

地域を応援していればいいんだという方向性で、いろいろ事業をやっている感もある

わけですけれども、それだけじゃないだろうと。やはり地域でやっていただく部分と、

逆に言えば行政でしかできない部分というものがあると。じゃあどういう連携、役割

分担ができるかというところを、本当に未知の領域ですのでいろいろと多難な部分も

あるかもしれませんが、踏み出そうということではじまったのが、今年度の事業でし

て、それを都市部で行うのは画期的とご評価いただいたのは本当にありがたいことな

んですけれども、画期的である一方でやはり難しい点も多々あるということですので、

本当に各地域のやはり民生委員さんなど中心に、やはりいろいろと、この事業につい

て良い点も悪い点もチェックしていただくような機会というものは今後、担保してい

かないといけないなというふうに思っております。 

 それから、飛田委員がおっしゃっていたような放置自転車の対策がちょっと極端過

ぎる部分があるんじゃないかと。店の軒先にちょっと置いていただけでも１時間以内

になくなってしまうと。そういったことについては、本当に、高齢者とか障がいを持

っておられる方とか、そういった方々は対象外という形で除外できないかということ

は、局とも議論の上、今後検討してまいりたいなというふうに思っております。 

 それから、３作業部会からいただいた報告については、本当にいろいろとできると

ころ、できないところ、それからもっと議論を深めるところとあろうかと思うんです

が、まずこの第一の「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」というところについては、子どもたちが本

当に将来を切り開く力を育みたいと、それを区として応援するということをやはり、

去年の就任当初から言わせていただいているんですけれども、いわば教育サービスの

選択制といいましょうか、今回、中高生向けのインターシップをやらせていただきま
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したし、企業でもインターシップだけじゃなくて、例えば僕は数学の力を伸ばしたい、

僕は化学の力を伸ばしたいとさまざまなんですね、興味関心をもったお子さんがいよ

うかと思います。そういった、興味関心を持ったお子さんが活躍できるような場所を、

この「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」のようなものも含めて、区のほうでも今後、事業として確

保してまいりたいなというふうに思っております。 

 それからこのシティ・プロモーションについては、天王寺公園エリアについては本

当にこの区政戦略会議だけでなく今、三浦委員もおっしゃったように、本当に実に多

くの区民の方々が、思い入れを持っているところを痛感するところです。今、天王寺

駅北口の商店街の方々とかを中心に、副区長主導でちょっといろいろとヒアリングを

させていただいているんですけれども、やはり天王寺公園、それから敷地内にある美

術館とか動物園とか、それから天王寺公園周辺のエリアも含めて、もっとやはりにぎ

わいのある、そして本当に安心して親子連れが楽しめるような町にしてほしいという

ニーズは強く受け取るところです。今、その天王寺公園のあり方については、専門家

を中心としたプロジェクトチームのほうも局のほうで立って、そうした会議等に出席

する折々に、私も地元側からこういうご意見が出ていますということをお伝えしてい

っている状況なんですけれども、今後もそのスタンスを継続する中で、この天王寺公

園がより区民にとっても、区外の人にとっても、快適に利用しやすい場所になるよう

に、戦いを続けてまいりたいなというふうに思っています。 

 すみません、ちょっと駆け足で今日の会議を振り返りましたけれども、本当に皆さ

んからいただいたご意見、これは有識者会議、戦略会議の垣根を越えて、全てがひと

しく重要だというふうに思っております。今後も、こういう形で議論を続けさせてい

ただきたいと思いますので、何とぞよろしくお願いします。 

 今日もどうもありがとうございました。 

○田中議長 

 そうしましたら、足髙議員どうぞ。 
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○足髙議員 

 今日は本当に皆さん方、戦略会議、また有識者会議の皆さん、本当にご苦労さまで

ございます。何点かちょっと気のついたところだけ、お話をさせていただきたいと。

田中議長さんが非常に頑張られて、３作業部会をまとめられてやられたんですけれど

も、先ほどちょっと田渕委員がおっしゃったんですけれども、谷町筋からオープンカ

フェを使って公園をやると、そのときに確か私は、皆さんと少し議論をさせていただ

いて、公園は必ず無料ということを前提にするほうがいいんじゃないかなというよう

なことで、多分皆さん方、そういったご理解をされて、また逆に、そういう提案がそ

ちらからあったかのように思うんです。ただそのときも、単に無料じゃなしに、やは

りいろんな問題が起こらないような工夫で、オープンにしてくださいということをち

ょっとお話されていて、先ほどちょっと何か有料化的な発想が少しあったので、私は

そんなことを言った覚えはなかったので、その辺はどこで、そういう形にまた変わっ

たのかどうか、その辺をちょっと教えていただきたいなというのと、それから区役所

の皆さんなんですけれども、先ほど生駒委員が、アンケートのところでこれは中身は

何ですか、ということをおっしゃいました。これは前回の区政会議のときにも、区役

所にとって都合の良いアンケートはやめてくださいねということを確か言って、その

あとちゃんとやりますということをお返事いただきました。多分、同じ担当課長と思

うんですけれども、それが一向に十分できていないということを、再度よく理解して

いただいて、どういうアンケートで市民の声を正しく反映するかということも、ちょ

っと悩んでいただきたいなというように思います。 

 それと、あともう１点ちょっと気がついたのは、「ＴＥＲＡＫＯＹＡ」のところで

運営実行委員会、これ、ＮＰＯとか区役所とか、国際交流センター等を想定されてお

るんですけれども、だんだん、大阪市というのは国際交流センターさえ、もう次から

は行政が直接やるのではなしに、できるだけ指定管理をしようという流れが実は出て

きているんです。それで特に、金もうけするためのマネジメント中心にした運営にし
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たいというふうに考えておられますので、ちょっとそれでここに、これは「等」です

から、どっちかはっきりしませんけれども、そういう流れがあるということも考えて

いただいて、実行委員会というのを、こういう運営を考えていただかないと、少し皆

さんが知らない情報が、まだたくさんあるんです。だから区役所のほうも、そういう

流れは皆さん方に、ちゃんとお話をするべきではないかということを、ちょっと気が

つきましたので、それだけをちょっとお話をさせていただきます。 

 今日は本当に皆さん方、先ほどもちょっと南委員がおっしゃったように、やはり決

まったことはやる前に例えば、有識者会議、こんなんやりますよという投げかけが少

しあったほうがよかったかなという感じも思いましたので、それだけをちょっとご報

告させていただきます。 

○福島議員 

 どうも皆さん、お疲れさまでした。非常にいろんな議論が、もう中身の話はいろい

ろあったので、きょうはもう、評価の話というのはなかったと思うんですけれども、

参考資料２という、この議論はなかったですよね。この中で区役所のほうの話なんで

すけれども、今日の資料で、いろんなこの達成状況というのを書いてある資料があり

ます。その中で成果というところが、ＡＢＣでランク分けされてあって、Ａの場合は

極めて順調に進捗していると、それでＢは、順調に推移していると。Ｃは達成に向け、

必ずしも順調とはいえない、というような部分があります。ほかにも、取組の達成で

目標を上回る達成、おおむね達成、達成できなかったとあるんですけれども、なかな

か極めてというのが、どれぐらいをもって極めて順調としているというのとか、おお

むねというのもこれが５０％なのか、７０％なのか、どれをもっておおむねというの

かは非常に、そういう部分は尺度が主観、もちろんこれ自己評価なので、主観的な部

分が入るんじゃないのかなというところがちょっと、議会的な意見なんですけれども、

それは一つ言わせていただきたいと思います。確かに、今、足髙先生からもあって、

生駒委員からもあった話なんですけれども、もう一つのこの区のほうもアンケートの
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ほうも、まさにどれぐらいの人を母体としてとったのかなと、先ほどの問題以外にも、

ほかので全部、何％というのが、どういう方法でどれぐらいの人に聞いてされたかと

いうことが、ちょっと探していて見当たらなかったんですけれども、そしてまたその

方法が何をもって、区民の民度をはかるのに良いのかというような部分も、同じよう

な感想を持ちました。これは行政に対しての、議員としての意見になると思うんです

けれども。この戦略会議と有識者会議を合わせて区政会議という意味では、こうした

形で区政を運営、区政の運営にまでかかわっていると言っていいかどうかわかりませ

んけれども、議論をするということがあるというのは、区政という意味では非常に大

きな進歩だと思います。区長おっしゃったように懇話会というのもしていくというこ

とだったので、もっと議論を深めていただいて、最終的には多くの意見が出たら多分、

さまざま意見が出てまとまりにくい、結果的に何もまとまりませんでしたじゃなくて、

最終的には何らかの方法をもって、決めていただくと、議論をするべきことはして、

その上で決めていただいて前進していただけたらありがたいなと。そしてまたこの、

両方の会議を合わせた区政会議の中から、天王寺区の新しい何かが一つでも実現でき

たらいいなというふうに思いました。 

○田中議長 

 ありがとうございました。 

 ちょっと先ほどの足髙議員のシティ・プロモーション作業部会への質問については、

無料化してほしいけれども、その無料化の前に、常設のオープンカフェをすれば、有

料化の中でも、先ほど言ったように、コストを下げながらやっていけるということで

ございますので、ご理解いただければと思います。 

 これで、議題については終了させていただきたいと思います。 

 区役所のほうに、進行をお返ししたいと思います。よろしくお願いします。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 中野議長、田中議長、ありがとうございました。 
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 また委員の皆様、多くのご意見をいただき、まことにありがとうございました。 

 最後に、区長から。 

○水谷区長 

 もうお疲れだと思うので。 

○樋上ＰＤＣＡ担当課長 

 そうしたらすみません、それでは以上をもちまして、平成２５年度第１回天王寺区

政会議を終了させていただきます。 

 忘れ物のないよう、気をつけてお帰りください。ありがとうございました。 

 

 

―了― 


